
平成 30 年度 看護学研究科第 1 回公開発表会 プログラム 

平成 30 年 8 月 23 日（木） 桑園キャンパス大学院棟大講義室 
 

8：40～     
8：45～8：50 
8：50～9：00 

 
【発表】 
座長：吉田 亜子（院生） 
TK ：髙橋 奈美（教員） 

9：00～9：20 
（課題研究） 

 
 
9：20～9：40 

（課題研究） 
 

9：40～10：00 
（課題研究） 

 
10：00～10：20 

（特別研究） 
 
10：20～10：30 
 
10：30～10：40 
 
 

座長：松林 美希（院生） 
TK ：神島 滋子（教員） 

10：40～11：00 
（課題研究） 

 
11：00～11：20 

（課題研究） 
 

11：20～11：40 
（課題研究） 

 
11：40～12：00 

（特別研究） 
 
 
12：00～13：00 

 
 
 
 
 
 
 
 

受付開始 
オリエンテーション 
開会挨拶  副学長  樋之津 淳子 
 
 
＜博士前期課程 最終発表（4 名）＞ 
 
金子 E

か ね こ

A AE琢也 E

た く や

A（精神看護学領域 精神看護学） 指導教員：守村洋 
精神科訪問看護において利用者から拒否を受けた看護師の体験－感情の変化

に焦点を当てて－ 
 
AE内山 E

う ち や ま

A AE真由美 E

ま ゆ み

A（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
消化器外科手術を受けた高齢者に対する術後３日間の就寝前看護援助 
 
AE石綿 E

い し わ た

A AE恵子 E

け い こ

A（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
集中治療室で代理意思決定支援を経験した看護師が抱く感情 
 
AE永野 E

な が の

A のぞみ（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
救急看護師が体験した外傷死をきたした患者家族への支援 
 
総評 看護学研究科長 樋之津 淳子 
 
休憩 
 
 
＜博士前期課程 中間発表（9 名）＞ 
 
AE大塚 E

おおつか

A A E操 E

みさお

A（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
緊急入院後の高齢者の権利擁護の役割を担う看護師のジレンマ 
 
AE佐土 E

さ と

AAE根 E

ね

A AE岳 E

が く

A（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
ICU 看護師が捉える人工呼吸器装着患者のセルフケア 
 
AE中村 E

なかむら

A AE公彦 E

きみひこ

A（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
救急看護師が家族援助を行う時のコミュニケーション方法の可視化 
 
AE山田 E

や ま だ

A A E修 E

しゅう

AAE平 E

へ い

A（成人看護学領域 急性期看護学） 指導教員：中村惠子 
リクライニング角度・背もたれが換気や胸郭・腹壁コンプライアンスに及ぼす

影響 
 
昼休憩 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
座長：髙田めぐみ（院生） 
TK ：菅原 美樹（教員） 

13：00～13：20 
（特別研究） 

 
 

13：20～13：40 
（特別研究） 

 
13：40～14：00 

（特別研究） 
 

14：00～14：20 
（特別研究） 

 
14：20～14：40 

（課題研究） 
 
 

14：40～14：50 
 

 
 
 
AE岩 E

い わ

AAE﨑 E

さ き

A AE美 E

み

AAE輝 E

き

A（母子看護学領域 小児看護学） 指導教員：松浦和代 
NICU における子ども虐待予防に向けた新生児集中ケア認定看護師の臨床判

断のプロセス 
 
AE髙 E

た か

AAE橋 E

は し

A AE正樹 E

ま さ き

A（精神看護学領域 精神看護学） 指導教員：守村洋 
救命救急センターに入院した自殺企図患者の家族の思い 
 
AE坂本 E

さかもと

A AE結城 E

ゆ き

A（看護教育・管理学領域 看護教育学） 指導教員：定廣和香子 
「生活」の概念分析－看護学的な生活構造の明確化に向けて－（仮） 
 
AE岡本 E

おかもと

A AE恭子 E

きょうこ

A（看護教育・管理学領域 看護管理学） 指導教員：猪股千代子 
看護スタッフの成長を支える病棟看護師長の実践 
 
AE岡野 E

お か の

A AE美 E

み

AAE南子 E

な こ

A（成人看護学領域 がん看護学） 指導教員：川村三希子 
分子標的薬による皮疹を体験した進行再発がん患者の受けたセルフケア指導

の理解度とニーズ 
 
総評 看護学研究科長 樋之津 淳子 
 
閉会 

※ TK はタイムキーパー 
※ 発表の持ち時間について、博士前期課程 20 分（発表 15 分、質疑応答 5 分）とします。 

  


